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コネクテッドカーから収集できるデータ

車両状態に関するデータ

走行に関するデータ

 エアコンON/OFF
 ドア・ドアロック開/閉
 シートベルト
 ライト類
 ワイパー挙動
 外気温などメーター情報

 位置・ルート
 距離
 速度
 運転行動（アクセル・ブレーキなど）
 燃費、CO2排出量

（収集できるデータの例）

 車両個別知としての活用
 集合知としての活用



スズキコネクト

• コネクテッドカーを活用して、個々のお客様により便利なサービスをご提供。
• サービスの普及＝コネクテッドカー利用者の普及を、車両ビッグデータの活用につなげる。



スズキフリート

• 使用中の社有車に小さなデバイスを取り付けて簡易コネクテッド化し、運行管理サービスを提供
• 既に世の中で使用中の非コネクテッド車両の動態分析にも活用可能



認知症プロジェクト

スズキ株式会社・浜松医科大学・
浜松市
【関連企業】

株式会社Smart Drive・エーザイ株式会社
・DOTワールド株式会社

(MMSE・のうKNOW)
(運転の結果説明)

23年9月11日

同意取得者数 200 名

認知機能検査実施数 195 名

ドライビングデータ
取得開始

193 名

事後アンケート完了 192名

・ 3月末に200名の実験説明と同意取得が完了。
7月にデータ取得が終了。

・ 今後、ドライビングデータの最終解析を実施

認知機能低下と運転行動の相関を検証 → 認知症の予防・早期治療につなげる



地方部でのEV普及に向けた検証
地方部でEV化➡カーボンニュートラルを進めるために、地方部での車の使われ方を見えるかし、
あるべき車の性能と充電インフラ・生活インフラを考える。
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